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大
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市
内
の
企
業
が
主
体
と
な
っ
て
学

校
や
地
域
住
民
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
「
て
ら

こ
も
ん
ず
」
は
、
三
島
硝
子
建
材
㈱
を
は
じ

め
と
す
る
市
内
企
業
が
自
社
の
一
角
を
開
放

し
て
運
営
す
る
企
業
版
の
「
こ
ど
も
１
１
０

番
の
家
」
で
あ
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
２
０
２
５
年
８
月
に
始

ま
る
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
二
つ
の
出
来
事

で
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
社
員
の
娘
が
不
審
者

に
遭
遇
し
、
そ
の
恐
怖
か
ら
塾
に
通
え
な
く

な
り
、
送
迎
の
た
め
社
員
が
早
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
個
人
宅
が

中
心
の
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
で
は
、

家
主
の
不
在
な
ど
で
十
分
に
機
能
し
て
い
な

い
現
状
を
知
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。そ
こ
で「
企

業
で
あ
れ
ば
営
業
時
間
内
は
子
ど
も
を
一
時

的
に
保
護
で
き
る
」
と
考
え
、
地
域
の
教
育

機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
活
動
を
開
始
。

　

毎
月
第
一
土
曜
日
に
三
島
硝
子
建
材
㈱
の

３
階
を
開
放
し
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

教
育
委
員
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
工
作
を

中
心
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
地
域
の
子

ど
も
達
の
誕
生
日
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
夏
休
み
に
は
地
域
の
起
業
家
や
講
師

を
招
き
、
自
身
の
経
験
や
仕
事
を
伝
え
る
特

別
授
業
も
実
施
。
子
ど
も
達
が
新
た
な
興
味

や
学
び
に
出
会
う
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
賛
同
企
業
10
社
の
協
力
に
よ
り
、

布
施
を
は
じ
め
、
西
堤
や
柏
田
、
意
岐
部
へ

と
活
動
校
区
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
「
目
標
は
東
大
阪
市
内
全
51
小
学
校
区
へ

の
展
開
で
す
。
子
ど
も
達
が
安
心
で
き
る
居

場
所
を
作
り
、
大
人
と
子
ど
も
が
自
然
に
つ

な
が
る
温
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
」

と
発
起
人
で
あ
る
三
島
社
長
は
将
来
を
語
る
。

　
「
て
ら
こ
も
ん
ず
」
で
は
活
動
に
賛
同
し
、

地
域
の
子
ど
も
達
の
居
場
所
づ
く
り
に
協
力

し
て
く
れ
る
加
盟
企
業
を
募
集
し
て
い
る
。

見
守
り
と
学
び
で
子
ど
も
の
未
来
を
支
え
る
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東大阪
View

「てらこもんず」という名は、「寺子屋」と共有「てらこもんず」という名は、「寺子屋」と共有
を意味する「コモンズ」に由来し、地域の情報を意味する「コモンズ」に由来し、地域の情報
を多世代で共有し、地球（テラ）規模で共に生を多世代で共有し、地球（テラ）規模で共に生
きようという思いが込められているという。きようという思いが込められているという。
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